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OPIによる談話構成 ・話題展開分析 に
見 られる学習者 と教科書 との関連
荻原稚佳子 ・堀 歌 子
1.は じ め に
一年 間のホームステイ が義務 づけ られている国際部 の留学生 を主 な対象
として作 られた初級 ～初 中級 の たゆの教科 書,TOTALJみPANESE
の 「会話 の本1,2」 は,自 然 な会話 表現 を重視 し,談 話機能 の実際的 な
運用力 を養成す るこ とを目指 している、早 い時期 から,目 本人 と自然 な 日
常会話 を使 って交流 がで きるように とい う,こ の教科書 の理念 を生 か した
使い方 を してい るか どうかの フ ィー ドバ ックを念頭 にお き,TOTAL
JAPANESEを 使 用 した授業 での成 果 と教 え方の問題 点 とを探 るこ とで
今後 の指 導 の参 考 に で きな い か と考 え た。 そ こ で,ACTFL(The
AmericanCouncilontheTeachingofForeignLanguages)の
OPI(OralProficiencyInterview〉の評価方 法 を用 いて学習者 の談話
機能に焦点 をあて,談 話構成 ・話題展開 につ いて分析 する ことによ り,教
科書 を通 して学習 したこ とが どのよ うに 自然 に習得 されて行 って いるか,
または習得 されず にい るか,そ の過程 を調べ ることに した・
談話機能 について は,自 然 な対話 モー ドにおけ る文 ・談話 の もつ 「説
明,叙 述,描 写」な どの機能 と,実 際 のコ ミュニケー シ ョン場面 に直結 し
たタスク達成能力の機能 とを分 けて分析 を試 みた。
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2.調 査 方 法
早稲 田大学国際部 に1995年9月 か ら1996年6月まで在籍 した13ク ラ
ス(TOTALJAPANESE5課 か ら始 ま り40課 まで終 了)の 学生6名
を対象 に新 学期9月 初旬 か ら卒業 時6月 下旬 までの間に3回(9月,翌 尋
月,6月)イ ンタビュー を行 った。また,分 析 結果 を比較 する 目的で 」3の
一 っ上 の レベルで あるJ4の 学生14名(1996年9月 ～1997年6月 在籍)
を対象 に卒業時 の6月,イ ンタビューを行 った。インタ ビュー は1対1の
対 話 形 式 で進 め,1人 約30分 の発話 の全 て を録音 し,そ れ を文字化 し
たものを分析 した。
対話形式 を利用 した発話 の抽出 と評 価 にあた り,ACTFLのOPI方
式 を取 り入 れた のは,教 室 で学習 した限 られ た内容 について準備 してのぞ
むアチーブメ ン トテス トと違 い,OPIテ ス トは,あ くまで も日本語 で何
ができるか とい う現 時点 での話す能力 をACTFL-OPI基 準 に照 ら し合
わせ て測定す る実力 テス トであるた め,話 技能 を多角的 に観察 できる とい
う理 由か らで ある。ACTFL-OPI基 準 につ い ての詳細 は"ACTFL
pro且ciencyGuidelines"(1989)を参照 され たい。
イ ンタ ビューの手 順 としては,D学 生 を落 ち着かせ るための 「導入部」
2)最も正確 に話 が維持で きるレベル を見 つ けるた めの 「レベル チェ ック」
3〉対応で きる会話 能力 の限界 を見極 め るた めの 「突 き上げ」,4)再び正確
に話 せる レベル に戻 し,テ ス トの終了 を告 げる 「終結部」 の四ρ の段階 を
踏み,イ ンタ ビューの形式 は 自然 な対話 モー ドで身近 な質 問に答 えて もら
う部分 と,・ 一ルプ レイ を使 ったタスクモー ドの部分 とを組 み合 わせ て行
った。
ロールプ レイは,会 話 には出て こなか った,コ ミュニケーシ ョン上 の機
能や タスク面が どの程度 こなせるか とい う会話運 用能力 を測 るため,実 際
の場面 に直結 した タスク と役割 を設 定 した ・一ルカー ドを使 い演 じて もら
うもので,ど の ・一ルカー ドを選ぶか はそ のつ どレベルや状況 に合 わせて
判断 し,適 切 に選択 され なければ な らない が,本 稿 においては対象者 が能
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力別 クラス編 成 で,あ る程度 同 レベ ル(OPIの 評価基準 に よる と初級 の
上2名,中 級 の下4名)に いるこ とや,公 正 を期 した比較 の しゃ す さを考
慮 し,英 語版 の同 じロールカー ドを使用 した。また,同 じ理 由か ら,自 然
な対話 モー ドの中でも,共 通 の話題 として 「家族」 に関す る説明 を求め る
質 問を全員 に取 り入れ た。
3.ロ ール カー ドの選定 と教科書 との関連
談話機能 の学習 にカ を入れてい るTOTALJAPANESEは,Intro-
ductionで,「文法項 目が,そ の文法的 な意味 だけでな く,生 きた談話 の
中でどのよ うな機 能 をもち,実 際に どう運用 されているかが学習 できるよ目
うになっている」 と述べ られてい るように,最 初 から場 面に応 じた使 い方
の談話練習 が取 り入 れ られ,文 法解説書 に も使い方 の説 明が書 かれ てい
る,依 頼表現 を例 に して,本 教材 の談話機能 について検討す る と,例 え
ぱ,初 級 の教 科書の多 くが,早 い段階 か ら一般的に依頼 表現 として提 示 し
て いる 「動詞+て くだ さい」 の 形 は(中 道 ・土 井1995),TOTAL
JAPANESEで は,13課 で教師 が学生 に 「32ぺ一ジ を開けて くだ さい」
や,係 の人が 「テープは,夕 方 までに返 して くだ さい」 な ど,職 業上や事
務的なこ と,ま た,当 然 のサーピスを求 める揚合な どに使 われ る指示表現
として扱 ってい る。一方,依 頼 の本来的意味 で使われている相手 の好意 に
期待 して頼 む言 い方 は,「動詞+て も らえませんか」 とい う形 で提示 して
いる。
この違 いについては,以 下のよ うな注意 が与 えられている。











すみません。この目本語 のテープ,貸 して くだ さい。
はい。 じゃあ,こ こに名前 を書 いて,こ っちに 日付 を書 いて
くだ さい。
はい。あの う,す みません。
ボールペ ン,貸 して もらえ ませんか。
はい。 どうぞ。
上記D丘aloguesの場面では,学 生 が,「ボールペ ン,貸 して くだ さい」
と言 った として も何 も問題 ではないが,ホ ー ムステイ先 で・ 「お母 さん・
あ した お弁 当 作?て くだ さい」 と言 って,イ ヤ な顔 をされた とい う学生
の話 を聞 くと,「G1vingFo且owingInstructions」と 「Askingfor
andGrantingFavors」との違 い を初級 か ら明示 してい ることも学生 の
生活面 を配慮 してい るか らであろ う。
さ らに,25課 では 「AskingforFavors」のま とめ として,「～ て も
らえます か」→ 「～て もらえませ んか」→ 「～て もらえないで しょ うか」→
「～てい ただ けますか」→ 「一ていただけ ませ んか」→ 「～て いただけない
で し ょうか」 の順 でIessforma1からmore£or皿alへの丁 寧 さの微妙
な度合 いに注意 を向 けさせている。
以上 の ように初 ・中級 の教科書 として は,か な り詳 し く依 頼表 現 を扱 っ
て いるところに注 目し,学 生がこれ らの表現 の区別 を会話の場面,状 況 の
中でどの程度,把 握 し,使 い こな しているかを検証す るた め,ロ ールプ レ
イ1(資料1〉に依頼表現 の見 られ る場 面 を設 定 した。
次 に,ロ ール プ レイ2(資料2)と して,誘 いの表現場面 を設定 した。誘
いの表現 は,TOTALJAPANESEの6課 と27課 で取 り上げ られて
いる。友達 を誘 う言 い方,目 上り人 に対す る誘 い方,ま たそれ に関連 して
時問や場所 の提示や打 ち合わせな ど,誘 いの基本的 な談話構 成が示 されて
いる。 これ らの課 で練習 した談話構成 が,ど のよ うに表れ るかを見 ると同
時 に,9月 と翌4月 の二 回のイ ンタ ビューでは友達 を誘 う,三 回 目の6月




4-1ロ ールプ レイ にお ける依頼の談話構成
学習者 か ら自然 に依 頼 の機能表現 が引 き出せ る揚面設定 と して,「友達
に ノー トを貸 して もらう」 とい うロール カー ド(英文)を使用 し,依 頼 の談
話構成 について分析 を試 みた。ロール カー ドには,先 週大切 な授業 を休 ん
だ こと,そ して今週 その試験 があることも書 き加 え,「ノー トを貸 して も
らえませ んか」「はい,い い です よ」 だけの会 話 にな らない よ うに した。
学習者 の発話 を分析 す る前 に,依 頼 の談話 が実際 に 日本語母語話者 の場合
にはどのよ うなや り取 りで構成 され ているか,国 語 研(1994)に記載 され
ている 「依頼 の談話 の基本的構 造」(資料3)を 基 に,友 達 に ノー トを借 り
る場面 の依頼表現 を当てはめてみた。
例
A;1話題 の開始]あの う,す みませんが,
B:[要求 への注 目表 示]はい。何 です か・
A;[行為の依頼]歴史 の ノー ト,貸 してもらえませんか。
B:[説明の要求]ノ ー ト～ どうしたの。
A:[事情 の説 明]先週,病 気 で授業 に出なか ったので...
B=[要求 への了解1あ あ,い いです よ。
[要求 への拒絶]今 ち ょっ と使 ってい るんで,そ れ に...
A=[話題 の収束]ど うも あ りが と う!そ う,じ ゃあ...
依頼場面 は内容,状 況 な どによって当然 さま ざまなバ リエー シ ョンが考
え られ るが,上 記 の例 を参考 に学習者 の依頼 の談話が どの よ うに展開 され
ているのか を見 るこ とに した。分析項 目として,1)切 り出 し方(話題 の開
始),2)事情説 明,3)依頼 の機能 の表現形式(行為 の依頼),4)承諾 に対す
る反応(話題 の収束),そ してタスク を達成 す るために助 けが必要 だったか
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ど うかを判 定す る,5)テ スターの助 けの五項 目につい て,ロ ール プ レイ
か ら抽 出 された発話 を分析 した。
1)切 り出 し方
9月,4月,6月 と三回 のイ ンタビュー に関 して,切 り出 し方 は平均 し
て 「あの,す み ませ ん」 「こん にちは」 が大半 を占め,友 達同士 の呼び か
け として自然 な切 り出 し方 であった。ただ,最 初 の9月 段階 で,1名 の発
話 に 「ね,あ の,あ ～」 と,何 と話 しかけた らよい か切 り出せず にい たの
が,4月 には 「こんにち は」,6月 には 「すい ませ ん,ち ょっ とお願 いが
あるんです けど」 と進歩 の跡 が見 られ た。
2)事情説明
ロールカー ドに事情 につ いての説 明部分 が提 示 されてい たの で,目6名中
5名 は,9月 段 階の 「あの,先 週授 業 をやすん だの で...」 とい う言 い方
か ら始 ま り,"月,6月 と進 むにつれ・ なぜ休ん だのか につ いて,r病 気
だった」,「忙 しかった」 な どの説 明が加 わ ってきていた。9月 段 階 では,
1名 だ け何 も事情説 明が なか ったが,4月 には 「あの,先 週 ち ょっと病気目
で した...」 と事情 を話せ るようにな っていた。
3)依頼の機 能の表現形式
依頼の機能 を表 す言葉 としては,次 のよ うな表 現が使 われていた。
学習者 9月 4月 6月
S1 貸 してください 貸してもらえませんか 貸 してもらえるの
S2 見せてくれませんか 貸してもらえませんか 貸 してもらえませんか
S3 借 りてもいいですか 階 りてもいいですか 借 りてもいいですか
S4
L 貸してくださいませんか 貸していいのi貸 してくれる1
S5 貸してください 貸 してもらえませんか 貸 してもらえませんか
IS6 貸してもいいですか 借 りてもいいですか目 借 りてもいいですか
ToTALJAPANESEと の関連 か ら見てみ る と,依 頼 の表 現形 式 と
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してr～ ても らえませ んか1は13課 に提示 され てい るため,9月 段階 で
はまだ クラスで学習 していないが,母 国での学習歴 が長 い学習者 がい るの
でr～ て くれ ませ んか」r～て くださいませ んか」 とい う,相 手 の意向 を
問 う表現 が2例,「 ～ て くだ さい」 を使 ったのが2例,「 ～て もいい です
か」が2例 で あった。
依頼 表現 を学習 し終 わってい る 辱月で は・ 「～て も らえませ んか」 と
「～て もいいです か」 が半 々であ った。4月,6月 とも 「～て くだ さい」
が1名 もいな かったのは,指 示表 現 との 区別 が定着 しているこ とを示 し
ている。
斗)承諾 に対 する反応
ノー トを貸 して もらいたい とい う申 し出 に対 し,相 手 が快 く承 諾 して く
れた時の反応 として,全 期 を通 し適切 な お礼 の言 葉 で締 め くくられ てい
た。9月 段 階には,全 員が 「あ りが と うご ざいます/ご ざい ました」 を使
っていたが,4.月,6月 にはrじ ゃ,ど うも/ど うも助 か りま した」 など
友達同士 とい う設 定 も意識 した言 い方 にな っていた。
5)テスター の助 け
9月段 階では,全 員が何 らかのテスターの質問 によって導 かれ,タ スク
を達成 してい た。 しか し4月 には,全 体 の談話 の流 れ を導 くようなテ ス
ターの質問 は消 え,そ して6月 には学 習者 の方 が主 導権 を持 って会話 を
進 めて行 く様子が見 られた。
例.6月S2(学 習者)とR(テ スター)との会話
S2;こ んにちは。先週,わ た しは 日本語 の授業 に休み ましたか ら,あ
なたの ノー トを貸 して もらえませ んか。
R=い いです け ど,わ た し,今 ち ょク と使 っているんですが_,
S2:わ か りま した。 あ したで もいいですか。
R=あ したな らいいです よ。
S2=は い。あの う,国 際部 のコモ ンルームヘ授業 が終 わった ら,・.
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(考察)
以 上,5項 目 にわ た り依頼 の基 本 的談 話 構 成 に っ い てTOTAL
JAPANESEと の関連 を含 めて分析 して きた。」3と の比較 のため に試
み たJ4で の ロールプ レイにおいても,同 じよ うな結果 が見 られ,切 り出
し方,事 情説明,承 諾に対 す る反応 な ど,全 く問題 はなか った・依頼 の機
能 表現 では,14名 中,「～て もらえません か」 を使 ったの が5例,「 ～て
くださいませ んか」が1例,r一 て もいいですか」が8例 であった・
今回行 った ロール プ レイが,友 達 に ノー トを借 りるとい う単純な設 定で
あったため,依 頼 を表 すのに 「一てもいいですか」の許可表 現 を使 って も
違和感 はなかった。 しか し,授 業 では もっ と相手 に負担 をかけるような依
頼 の場面 に変 えた談話練習 も行 う必要 があると感 じた。
また,話 題 の展開の仕方 に関 して,」3で は,9月 段 階は全員 がテス タ
ー の質 問 に助 け られ て話 を展 開させていた が,6月 には 自然 に会話 を進 め
るコ ミュニケーシ ョン能力 を見せ ていた。このことはp実 際の コミュニケ
ー シ ョン揚面 に見 られ る基本的な会話 の流れ図(資料4)を利用 し,談 話練
習 を重 ねた ことが効果 を上げたのではないかと思われ る。ただ,会 話 の授
業 では,教 科書通 りの談話 の流れ や,決 ま った表現方 法 を使 うだけでな
く,さ まざまな揚面 を想定 し,そ の内容,状 況 にあった自然な コミュニケ
ー シ ョンができるよ うに指導 するこ とが,TOTALJAPANESEの 理
念 を生 か した使 い方 にな るのではないだろ うか。
4-2ロ ール プ レイ にお け る誘いの談話構成
・一ル プ レイにおける依頼 の談話構成 と同様 に,友 人(9月 ・4月)また
は教 師(6月)を,自 分 または 虐分 た ちが行 うパ ーティーに電話 で誘 うとい
うロールプ レイ を使 って分析 した。前述 した よ うに,誘 いのタスクについ
て も,「～ ませんか」「～て ください」 などの表現形式 の語彙 の本来i的意昧
と,実 際の場面 にお ける発話 の意味 ・行為婆求 の機能 の内容 は一致す る と
は限 らず,談 話構成全体 で誘 いの行 為 を表 わす もの であ ると考 えた。誘
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い ・出席 の依 頼 の談話 の基本 的な構 成 は,国 語研(1994)による と,次 の
ようになる.。
【話題の開始 → 事情の説明→ 誘い ・出席の依頼
→ 要求への了解 → 意向表明への注 目表示 → 話題 の収束】
この談話構成 は・典型的 な構成 を示 した もので,す べ ての誘いの場 面で
この順 で ロー ルプ レイの中 に現 れ るわけではないが,「パー ティー に招待
する」 とい うタスクを達成 す る為に最低限必要 な要素 として,次 の項 目に
っいて分析 した。
1)話の切 り出 し方が唐突 でな く,適 当であるか。
2)相手 が返事 をす るのに必要 な事情説明 がされてい るか,
3)誘いの機能 を含 んだ表現形式 があるか.
牛)相手 の承諾 に対 して適 当な反応(感謝や安堵 の表示)があるか。
5)誘 いのタスク を達成す るためにテス ターの助 けがあったか。
分析 の結果は,以 下 の通 りである。
1)切 り出・し方
9月 段 階で2名 の発話 に,4月 段 階 で1名 の発話 に,不 適切 な 「じゃ
あ」 「あ あ」 が見 られ たが,そ れ以外 は適 当な 「あの一」 「す いませ ん」
「え一 と」 のいずれかで切 り出 しゃ呼び かけ をしてお り,唐 突 でな く自然
に切 り出すこ とができていた。
2)事情説明
どの段 階 において も,全 員 に 「パ ーティー を しますJ「パ ーティーが あ
ります」 とい う説明があ り,基 本的 な状況説 明 はで きていた。
3)誘い の機能 の表現形式
誘 いの機 能 のタスクは全員達成 できたの だが,そ のために使用 された表
現形式 は,実 に様 々な ものが使 われていた。
誘い の機能 の一般 的 な表現形 式 は 「～ませ ん か」 であ り,TOTAL





誘 い(～ ま せ ん か) 3例1例1 1例
都合伺い(卍はいいですか) なし2例 1例
指 示(一 て くだ さい) なし 1例 なし
質問(一ですか) 2例 i例 2例
希望(一たいですか) 1例 なし 1例
表現形式なし なし 2例 1例
※4月は1名 が2っ の表現形式を使った。
われ た例 は全期 を通 して5例 しか見 られ なか った。9月 段階 では3例 しか
なか った。 これ は,6課 で示 され た場面設定 がこのロール プ レイ と多少異
な ることにもよる と考 え られ る。6課 の誘 い の揚面 は,い ずれ も,「友 だ
ち を食事 に誘 う」な どの誘 っ.た者 と誘 われ た者 が共 に行 動 をす る場面 で,
"ltisusedwheninvitings・meoneto9・s。mewhereor
suggestingsomething・"と説明 されてい る。そのため・ 自分 または 自
分 たちのパ ーティー に招待 す る機 能 とは異 なる と判断 した可能性 もある。
しか し,27課では 自宅 に招 く表現 として 「い らっ しゃい ませんか」「来な
い ～」 な ど,相 手 に応 じた丁寧 さを考慮 して提 示 されて い る。4月 ・6月
段階 では,こ れ らの表現形式 が学習者 に見 られ ることを期待 したが,実 際
は各1例 ずっ しか使 われ なかった。
指示 の 「酎て くだ さい」 は,4月 段階 に1例 あったが,実 際は 「も しよ
かった ら,来 て くだ さい」 と言った後,r都 合 はど うですか」 と続 けてお
り,談 話全体 で相手 の意向 を尋ね る丁寧 な言 い方 になってお り,談 話 全体
では指示表現 と言 うよ夢,丁 寧な申 し出の機能表現 になってい る。
また,9月 段階 に見 られな かった表現 形式 のrそ の日は都合 はいい です
か」 な どの相手 の都 合 を尋ね る表現形 式が,斗 月 ・6月段階 に見 られ た。
「都合 がい い」 の表現 は21課 で導入 され てお り,学 習 時期 とも合致 して
い るひ
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その他,は っき りとした誘いの表 現形式 を使 わず,事 情 を説明 してい く
中で相手 に気付 かせ て誘 った例 が4月 段階 で2例 あった。6月 駿階 には,
「ちょっ とお暇 があった ら,送 別会 に来て ・一 みんな喜 んでいる と思 いま
すけ ど」 と,丁 寧 でかな り碗曲な表現 で誘 う例 が1例 見 られた。
その一方 ・一般的 に適 当ではない と思われる 「あなたも来 ますか」の よ
うな質 問 の表現形式 が,全 段 階 で見 られ た。ただ,9月 ・4月段 階 では,
「わた しのパーテ ィーが あ ります が,来 ます か」 のよ うに直接的 な出欠 を
問 う談話 内容 であったのが,6月 段階 で は,「土曜 目にパ ーティーがあ り
ますね.い らっしゃいますか」の よ うなお互いが周知 しているパーティー
ヘの出欠 について,控 えめに都合 を聞 くと言 う談話 内容 に変化 してい る。
希望表 現 の 「来た いですか」 は,S6が9月 と6月 段階 で使用 レてい
た。 「～た い」 の表 現形式 は,17課 で提示 され るが,母 語 の"Would
youlike～"からの影響 が強 い表 現形 式 で ある こ とか ら,TOTAL
JAPANESEで はGrammerNotesに"～ たいcannotbeusedto
describesomeoneelse'sdesire."と断 っている。この学生は,こ うし
た 日来 の文化差に よる使 い方 の違 いを認識 していないのではないか と思わ
れ る。
誘 いの表現形式 と共 に使 われ る 「よかった ら」 な どの前置 き表現 は,6
課 の誘いの談話 の中で示 されて いるが,実 際に前置 き表現 が見 られたのは
4月 段 階か らであ った。 また,敬 語 の 「い らっ しゃ る」 にっいては,17
課 に``come,go"の意味 で語彙導入 され ているが,6月 段 階 にな って見
られ,先 生 を誘 うとい う立場 を考慮 した表現がで きるようになっていた。
ヰ)承諾 に対 す る反応
3)で述 べた よ うに,気 遣 いの表 現 が ヰ月段階以 降 自然 に発話 されてい
くのに対 して,相 手 がパ ーテ ィー に行 くことを承諾 した時,そ れ に対 して
の反応 は非 常 に少 なかった。全段 階 を通 じ七 「あ,い いです か」「よか っ
た」な ど適切 な承諾 に対 す る反応表 現 があったものが7例,「 そ うねJの
よ うに相 づ ちに近 い ものが2例 あった。 しか も,反 応 を示 した学生3名
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(S1,S3,S4)と全 く示 さなかった学生3名(S2,S5,S6)にはっき り分 か
れた。反 応のな かった学生 は,相 手 が承諾 した後,す ぐ,「じゃ,ど こで
会い ましょ うか」「はい,～ で会い ま しょう」 と次 の話題項 目に話 を進 め
てお り,日 本人 に とっては事務 的な印象 であった。
5)テスターの助 け
全段階 を通 じて,話 を切 りだ し誘 うところまでは,全 員主導権 を持 って
い たが,事 情説 明の段階 で,時 期 に よ リテスターの助 けがあった 。パー テ
ィーヘの誘 い ・出席依頼 に必要 な必要 最小限 の説明事項 が,パ ー ティーの
日時 ・場所 ・内容(何 のパーティー か)であると考 え られ るこ とか ら,こ の
3項 目にっ いて,学 生側 か ら 自発的 な説明 が 自然 に行 われ たか,そ れ と
も,自 然 な流れではないテスターの質問 によって説 明 したかで判断 した。
6名 中1名(S5)が,全 段 階 を通 して3項 目ともテスターか ら説明要求
されて,話 題 が進 められたが,他 の5名 は4月 段 階で2項 目,6月 段 階で
1項 目程度 を質問 によっ て事情説明 した。ただ し,こ れ らの質問 され た場
合 も,自 然 な対話 の流れで,テ スター がたまた ま質問する揚合 が多 く・文
法能力 や運用能力 の不足 からテスターに助 け られた ものはなか った。
(考察)
以上,5項 目にづ いて分析 したが,問 題 となったのは誘 い ・出席 の依頼
の表現形式 と承諾 に対す る反応の表現 であった。
表現形式 にづいては,」3と の比較 のために試みたJ4で の ロール プ レイ
において も,」3以上 に様々 な表現形式 が使 われていた。「～ ません か」 の
誘 い表現 が3例,「 ～て くだ さい」 の指 示 が2例,都 合 を伺 う 「いい です
か」 や 「その 目は来 られ ますか」 が4例,丁 寧 依頼 の 「来 ていただ けな
いで しょ うか」 が1例,丁 寧 な質 問 の 「い らっ しゃい ます か」 が2例,
不 自然 な許可願 いの 「来 て もいいです か」 が1例,希 望 表現 の 「行 きた
いん です か」 が1例 であった。
誘 いの表現 について,ザ トラウス キー(1986)はお茶会 に誘 う場面 で 目
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本人 の会話例 を分析 しているが,や は り,直 接的 に相手 を誘 うr哩 ませ ん
か」 は 尋例 中1例 しか使 用 されず,3例 は相手 にお茶会 の情報 をいろいろ
与える内 に,勧 誘 的な会話 によって碗曲的 に誘 っている。また,目 米 の文
化差 か ら,ア メ リカ人は相手 のためになるか ら誘い を勧 めるが,日 本人 は
誘 うこ とが自分 のためになるか ら,相 手 に是非来て もらいたい とい う気持
ちで誘 うと指 摘 し,そ のため相手 に負担 をか けない丁寧 な勧誘 の談話型 に
なる としてい る。
この よ うな丁寧 で娩 曲な勧誘 とい う意 味では,」3の 談話全体 を通 して
みる と,9月 段階 よ り4・6月 段 階 の方 が表 現形式 がバ ラエテ ィに富み,
「来 ますか」 のよ うな直接的 な表現 か ら娩 曲表現 に変 わ り,ま た,相 手 の
都合 を尋ね るな ど相手 を気遣 った丁寧な言い回 しになってきてお り,よ り
目本的 な談話構成 を習得 していって いると言 える。
これ は,6課 の 「も しよかった ら」 の前置 き表現 や,27課 の相 手 の都
合 を確 認 してか ら,控 えめに誘 うとい う相手 に負担 をかけない誘いの談話
展開 をはじめ,テ キス ト全編 を通 して,会 話部分 は相手 の気分 を損 な うこ
とを避 けるような談話構成 がされてい るためであろ う。・
次 に,問 題 と思 われた点 は,承 諾 に対す る反応 がなかった ことで ある。
J4でも,適 切 な反応 があったものは14名 中5名 で,全 く反応がな く次 の
話題へ移 ってい ったのが6名,rじ ゃ」 な ど事務的 で不適切 な反応 の後,
次 の話題 に移 ってい った のが3名 いた。前述 の 日米の誘 いに対 す る考 え
方の違 いか らも,誘 った者が誘 われた者 に感謝や安堵の表 明 をす ると言 う
言 語行 為 は,学 生 に と って理 解 し に くい もの で あ る と判 断 で き る。
TOTALJAPANESEで は,誘 い を断 られた場合 の 「ああ,そ うです
か」「じゃあ,ま た今 度」(6課)や,誘 われた ときにす ぐ承諾 を しないで
相手 の意向 を確認す る 「え,お じゃま して もいいんですか」(27課)など
は提 示 され ているが,承 諾 に対す る反応 は,27課 で 自宅 に留 学生 を誘 っ
た親戚 の叔父 がrそ う。 じゃあ,ぜ ひい らっ しゃい」 と応 え るものだけに
なっている。確 かに,留 学生が実生活 で誰 かを招待す るとい う機会 は少 な
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いと思われるため,誘われた場合を主に想定 して しま うが・教室活動にお
いて,誘 った場合の配慮として,承諾 に対する反応 まで含めた談話構成 を
提示すべきであった。
斗一3家 族 にっ いての説明の談話展 開
家族 についての説 明を求 め,そ こでの話題展開 について分析 した。話題
展 開に注 目したのは,OPI基 準の中級 レベ ルでは一つ一つ の文 は作 れ る
よ うになるのだが,そ れ らの文 を聞 いている人 にわか りやす く論理的 に並
べ て,ま とまった話 をするこ とがで きないか らであ る。ま とまった話 を構
成 してい くためには,文 法面 では指示語や接続詞 の適切 な使用 が必要 にな
る(清(1996))。それに加 え,話 題 の運用面 では,適 切 な順序 で話題提 供 が
でき るか どうかに も関係 して くる。実際,9月 に1回 目の会話 テス トを行
った時点では,家 族 についての説 明 を求 められた学生 が,説 明 をす る文法
能力 があ って も,具 体的 に何 を話 していいか分 か らな くて戸惑 うとい う例
も見 られた。
以上の理 由か ら,同 じ話題 につい て時期 を追 うに従 い・ どの よ うに話題
展開 の仕方 が変 わってい くかを分析 した。
次 に,話 題展 開のスタイル について考 える と,一 つ の話題 にっいて まと
まった話 をす る揚合,全 体的 な話 をしてか ら,そ の中の部 分的 な項 目につ
いて詳 しく述ぺ るとい うスタイルが一般的 であ り,聞 いているものにはわ
か りやす い。 このスタイルを家族 についての話題 に当てはめる と・ まず家
族全体 に関す る人数 ・構成 ・自宅 の場所 な どについて述べ た後,各 構 成員
である父 ・母 ・兄 などについてそれぞれ仕事 や趣 味な どについて述べ るこ
とになる。.
そこで,家 族 についての話題展開 を下記 の ような図 を使 って示 した・全
体 的な話 を■ ・□ で表 し,個 別的 な話 を▲ ・△ であ らわす。□ や△ は 自発
的に述 べた ことを示 し,黒 く塗 りつぶ した■や▲はイ ンタ ビュァーに質 問
されて答 えたこ とを示 してい る。 また,△ → △ → △の よ うな単線的矢 印
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胴 囁 題にっい噸 列的囁 ヵ二凱 でいること厳 し,□く会は全体
か ら個別 へ と話 の発展 ・広 が りがあった ことを表す 。
た とえば,以 下の ような文 の場合,
a:4人 います 。犬 もあ ります 。両親 と弟一人,お ります 。え一 と,
お母 さんが最近 まで看護婦 さんです けど,も う辞めたんです、え
一 と,今,こ れ か ら したい ことはまだ決 めていな い。お母 さん
は,母 は。父 は,社 長 ですが,そ うい う仕事 は全然楽 しくない、
辞 めたいんです けど,今 私 と弟 は同 じ大学 に進 んでいます か ら,
お金 がい ります。た くさんい ります。 ちょっと大変 なんですね 。
(何歳 にな りますか.お 父 さんは。)
これ は恥 ずか しい んですが,忘 れ ちゃった。52歳 と思 い ますが
.q(S6シ6月)
この例 では・家族 の人数 と構成 を述べて全体的 な説明 をした後,母 親の
仕事・父親 の仕事・ 自分 と弟 の身分 を述 べ,父 親 の苦労 について個別 に述
べ てい る・そ して,年 齢 を尋ね られたのに答 えて,父 親 についての情報 を
さらに加 えている・図 に表す と・下記 のタ うにな り,話 題が扇型 に広 が り
なが ら進 め られ ているのが分か る。
/△/(母 の仕事)口→ □→△→△→ ▲ 医爽 →魔 →(父の仕事)→(苦 労)→(年齢)
＼△/＼(弟 と自分の身分ゾ
このよ うな話題展 開のスタイル を"発 展型"と 呼ぶ ことにす る。
一方・例bの よ うに,個 別的 な話題 を一つ一つ述べ て,全 体的 な話 や
まとめの言葉 がない話題展開 のスタイル を"羅 列型"と 呼ぶ ことにす る.
b=う ちの家族 ～ 私 は一 人 っ子 ですか ら,兄 弟がい ません。子供 の
時にペ ッ トがいます けど,今,い ないです.父 は家 の中か ら務 め
ています か ら,い つ も家 にいます 。
(どんな仕事 をして いるんです か)




まず,兄 弟 の話 をし,次 にペ ット,父 の話 と続 いてい る。個 々の家族 につ
いて順 に話 してい るだ けで,全 体 をまとめる言葉 はない 。この後,イ ンタ
ビュァー に父親 の仕事 につ いて尋ね られ・仕事内容 と母親 の仕事 につ いて
述 べている。 この話題展開 を図で表 す と以 下のよ うにな る。
△(兄 弟の話)
△(ペ ッ トの話)
△ → ▲(父 の話)⇒(位事 の内容)
△ → △(母 の話〉⇒(仕事内容)
以上 のよ うに して,各 学生 の3回 の話題展 開 を図 に表 した ものが表1
である。そ の結果 は,9月 段階 では,自 発的 に何 らかの話 がで きた5例
中,羅 列型 が4例,途 中イ ンタビュァーに助 け られて い る点 で,完 全 と
はいえないが発展型 のものが1例 であった・
4月 にな る と,羅 列型の話題展 開は1例 のみで,5人 が助 け られ なが ら
ではあるが,"発 展型"の 話題展開 になった。
6月には全員 が 自発的 に"発 展型"の 話題展開で説 明 を行 い,自 然 な流
れ で家族 についてま とま った話がで きるよ うにな った。た だ,1例 は"逆
発展型"と もいえる展開で,個 別的 な話題 を述べ た後,最 後 に全体的 な話
をして発話全体 をま とめていた。
次 に,」斗クラス との比較 をしてみ る と(表2),6月段 階 で,14名 中12
名 が自発的 に"発 展型"の 話題展 開 を していた。(内1名 は逆発展型 で あ
った。)2名は,イ ンタ ビュー に答 える形 で話題 展 開 を してお り,"発 展
























































































































































































































































」3クラスにお け る"羅 列型"か ら"発 展型"へ の変化 は,TOTAL
JAPANESEと の関連 で,次 の ような ことか ら習得 されてい った と考 え
られ る。 まず,「読み書 き本」 の読 み物 を学習 す る際,そ れぞれのテーマ
につ いて具体的 にどんな内容 のこ とが書かれていたか,内 容項 目を整理す
るよ うに した。そ して,そ れぞれ の内容項 貝が,ど の ような順序 で並べ ら
れているかを確認 した。 この方法 は,ど うした ら,全 体 としてわか りやす
い構成 になるかについて注 目するいい機会 となった。
その際,順 序 を確認す るだ けではな く,談 話 の構成 を分か りや す く書 い
た話の展 開図(資料5〉を提 示 し,学 習者 が自分 のこ とを図式 に従 って書 き
入れてい く,ま たはペ ア ワー クで相手 に説 明す るこ とによ り,意 識的 に,
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ま とまった一つの話題 として話せ るようになるこ とを目標 として教室活動
を行 った。
次 に,イ ンタビューテス トをす る際,学 生 の話 の進 め方 は羅列型 にな り
やすいが,質 問 を発展型 に導 くよう順序立 てて質問 したこ とが習得要 因に
加 えられ るのではないだろ うか。イ ンタビューを重ね る毎 に,全 体 か ら個
へ,そ して全体 のま とめへ という流 れ を自然 に質問 のや りとりの中か らつ
かみ取 ってい った と思 われ る占
また,こ うした話題展開 については,会 話 だけでな く作文指導 でも触れ
るよ うに した。1年 間 に数 回作文 を課 したが,そ れ らの作文 は添削 した
後,プ レぜ ンテーシ ョンとい う形で,書 き言葉 か ら話 し言葉 への変化 に注
意 さぜなが ら,口 頭 発表 を させた。 この練習 は,毎 回400字 ～800字程
度 の長 さがあるため,話 題 の展開,つ ま り,文 章全体 の構 成 がわか りやす
くなければ・聞いている者 にはわか りに くく・ また・発表 す る側 も作 文 を
読 んではいけない ことか ら,自 分 の作文 を暗記す るのが大変 になる とい う
こ とを印象づ けた ようである。
そこで,ま ず,発 表者 には,原 稿 を読 みなが らの発表 は禁止 したが,メ
モを見なが ら発表す るこ とを勧め,メ モには話題 の構成 と内容 の概 略 を書
かせ るよ うに した。 さらに,ク ラスメイ トのプ レゼンテー シ ョンを聞 く際
には,積 極 的な聞 き方 ができるように,テ ーマ ・内容 ・文法 ・発音 ・発表
の仕方 な どと共 に全体 の構成[導入 部 ・本論(全体 → 個別)・ま とめ]に も
注意 させ るように,評 価項 目を挙げ,学 生間 で評価 させ たこ とがいい結果
に繋 がった と考 え られる。
5、 お わ り に
ある限 られた レベルの1ク ラスの調査 で はあるが・ 以上 の分析 ・考察
か ら,・ 一ルプ レイでの切 り出し方 ・終 わ り方 の自然 さや,談 話全体 で機
能 を達成 していた点,会 話 の主導権 を徐 々に持 てる よ うにな っていた点





すぺき点も見られた。日本語の談話 が相手への配慮 を示す心的態度を示 し
ながら展開するものであることは,教師として十分配慮 しているつもりで
あるが,依 頼や誘いに限 らず様々な場面のタスク達成のために,実際の 日
本語の談話構成はどういう展開をしているのか,ど のよう塗ス トラテジー
が必要なのかを・常に踏まえながら教 える必要があると強 く感 じた。今後
の教室活動に今回の反省点を生かしていきたいと考えている.
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ノー トを か して も らえ ませ ん か。
ち ょっ と す み ませ ん 。
あ の,す み ませ ん が,
今,ち ょっ と よろ しい で し ょ うか 。
ち ょっ と お願 い が あ る ん で す が,
～て も らえ ま す か 。
一 て も らえ ま せ ん か 。
～ てい た だ け ませ ん か 。




13は な しか ける











2=何 か とた ず ね る
は い,何 で すか 。
3=お 願いの事情説明
先週,授 業を休んだので
41あ い づ ち
え え/あ,そ う/そ うな の
5;お 願 い の 内容
ノー トをか して も らえ
ま せ ん か 。
? OKす る
理由を言ってことわる
あ あ,い い です よ。




ど う もあPが と うD
じゃ,他 の人 に 聞 い てみ ます 。








ご め ん な さ い。
ど の よ うに頓 み ます か。
手紙 を直 して も ら う(A=学 生 →Bl先 生)
ビデ オ を借 りる(A二 男 の学 生 →B;女 の学 生)
お金 を借 り る(A:社 員 →目B:社 長)
車 で送 って も ら う(A=目 子 供 →B;お 父 さん)
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資料5教 材例 わた しの家 族
○ 家族全員がうつっている写真をそれぞれクラスに持ってくる。
その写真 を見ながら練習する。/ペアワーク・グループワー久 クラス全体/
ご家 族 は何 人 で す か 。
どこ に住 ん で い ま す か 。(い らっ しゃ い ます か)
ご両 親(お 父 さん/お 母 さん)は何 を して い ま す か 。
ご兄弟(お 兄 さ ん、 お 姉 さ ん …)は 何 を して い ま す
かつ
5あ た な の ご家 族 の み な さん は どん な こ と炉好 き で
す かP1234
話 の展開(あ なたの家族について話してください)
1・継 員の話 わたしの家族は[二 人です・
「 ↓
篇 焦 畷(鑓,一 □ と□ とrが い　
□ が□ 人嚇
λそれぞれの説明 いま□ はコ に　 レ　
↓
父 は!で ・






明 るい 、 い い 、楽 しい
お も し ろレ＼ 静 か な
～ が好 きで す …
→
兄 弟 はiで す
.(上
の兄 下 の兄 一ウ
↓
わたしの家族鰍 な□=コ です・
縦 ロ コ 家族硫
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